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今
回
提
案
さ
れ
た
「
少
子
化

対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
で
強
調
し

て
い
る
こ
と
は
、
従
前
の
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
中
心

と
し
た
対
策
に
加
え
て
、「
男
性

を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
、

多
様
な
働
き
方
の
実
現
」
と
「
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」
で

す
。
そ
の
内
容
は
、
子
育
て
期

間
中
の
残
業
の
縮
減
や
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
ら
父
親
が
最
低
５

日
間
休
暇
を
取
れ
る
こ
と
、
あ

る
い
は
地
域
の
高
齢
者
や
子
育

て
経
験
者
に
よ
る
子
育
て
支
援

の
推
進
、
子
育
て
の
生
活
環
境

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
で
す
。

今
回
、
富
津
市
の
現
状
を
把

握
し
て
み
ま
し
た
。

保
育
所
（
園
）
に
入
り
た
い

の
に
満
員
の
た
め
空
き
待
ち
を

し
て
い
る
「
待
機
児
童
」
は
昨

年
、
都
市
部
を
中
心
に
全
国
で

２
万
５
４
４
７
人
に
も
上
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
は
富
津
市
で

も
例
外
な
く
進
ん
で
い
ま
す
が
、

公
私
立
11
カ
所
の
保
育
所
の
利

用
状
況
は
年
々
増
加
し
、
現
在

の
利
用
児
童
は
例
年
よ
り
１
０

０
人
ほ
ど
多
い
８
７
１
人
で
す
。

年
度
途
中
の
入
所
児
童
は
１
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
入

所
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
全

員
が
入
所
で
き
、
待
機
児
童
は

い
ま
せ
ん
。

保
育
所
に
よ
っ
て
は
、
休
日

保
育
や
夜
間
保
育
も
充
実
し
て

お
り
、
全
保
育
所
が
保
育
時
間

の
延
長
や
障
害
児
保
育
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
保
育
の
質
の

向
上
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
は
現
在
、

「
遊
び
塾
」
が
大
貫
小
学
校
の

空
き
教
室
を
利
用
し
て
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
利
用
児
童
は
20

人
ほ
ど
。
学
校
に
あ
る
の
で
保

護
者
も
安
心
し
て
預
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

就
学
前
児
童
を
養
護
し
て
い

る
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手

当
。
第
１
子
と
第
２
子
に
月
額

５
０
０
０
円
、
第
３
子
に
１
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
富
津
市

で
は
、
約
２
０
０
０
人
の
子
ど

も
（
約
１
８
０
０
世
帯
）
に
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
乳
幼
児
の
親
の
子
育
て

や
こ
遊
遊
ひ
ろ
ば
」
を
開
設
し

て
、
情
報
交
換
の
場
を
広
げ
る

な
ど
子
育
て
支
援
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

富
津
市
で
は
最
近
増
加
し
て

い
る
児
童
虐
待
の
事
例
に
対
し

て
、
家
庭
児
童
相
談
員
と
主
任

児
童
委
員
を
中
心
に
そ
の
実
態

を
把
握
し
、
児
童
相
談
所
や
保

育
所
と
積
極
的
に
連
携
し
て
、

防
止
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
育
て
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
相
談
は
、
す
べ
て

の
保
育
所
（
園
）
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、

近
く
の
保
育
所
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
課
の
保
健
師
に

よ
る
健
診
や
相
談
は
毎
月
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
面

に
つ
い
て
の
相
談
や
、
子
育
て

に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
迷
っ
た

り
し
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
の
ど
こ
が
不
十

分
な
の
か
、
さ
ら
に
対
応
す
べ
き
は
何
な
の
か
を
改
め
て

総
合
的
に
見
直
し
、
少
子
化
対
策
の
一
層
の
充
実
に
関
す

る
提
案
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
「
か
い
じ
ゅ
う
ク
ラ

ブ
富
津
」
や
子
ど
も
会
な
ど
の

活
動
を
手
助
け
す
る
「
子
ど
も

会
育
成
会
」
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
市
内
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
て
助

成
す
る
と
と
も
に
、「
富
津
市
お
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青色申告などは直接、税務署へ

確定申告は、木更津税務署や市内各会場で受け付けしますが、複雑な内容の申告（青色申告者や白色の事業所得・不動産所得などで収支内容が明確でない人）や土地などの譲渡所得の申告は、木更津税務署でお願いします。

（2）
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確
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2月17日（月） 
 

2月18日（火） 

 

2月19日（水） 
 

2月20日（木） 

2月21日（金） 

2月24日（月） 

2月25日（火） 

2月26日（水） 

2月27日（木） 

2月28日（金） 

3月  3日（月） 

3月  4日（火） 

3月  5日（水） 

3月  6日（木） 

3月  7日（金） 
 

3月10日（月） 

 

3月11日（火） 

 

3月12日（水） 

 

3月13日（木） 

 

3月14日（金） 

 

3月17日（月） 

峰上公民館 

関豊ふれあいシニア館 

環南小学校（午前中） 

竹岡コミュニティセンター 

梨沢公民館（午前中） 

市民会館 

市民会館 

金谷コミュニティセンター 

佐貫コミュニティセンター 

中央公民館 

市役所大会議室 

富津公民館 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

市役所大会議室 

天羽行政センター2階 

環地区・大田和・大川崎 

関豊地区（大田和・大川崎を除く） 

志駒・山中地区 

竹岡地区（十宮を除く）・萩生地区 

梨沢 

更和・加藤・望井・台原・桜井・天神山地区（梨沢を除く） 

湊・数馬・岩坂・竹岡十宮 

金谷地区 

佐貫地区 

小久保・岩瀬 

千種新田・西大和田 

東町・仲町・西町・浜町・新町・新井・川名・篠部 

絹・相野谷・一色・障子谷・上・近藤・八田沼・中 

山王・下飯野・上飯野・青木・西川 

大堀・大堀1丁目～3丁目 

二間塚・本郷・前久保 

 

月　　日 受 付 場 所 対  象  地  区 

市内全域 

準備準備はお済みですか。 
確定申告確定申告は 
申告書申告書や収支内訳書収支内訳書を 
自分で作成作成する 
「自書作成」書作成」を原則原則としています。 
市の行う申告受付会場申告受付会場でも 
経費経費などの集計集計が済んが済んでいることを 
前提前提として面接面接をしますので 
早めに準備準備をして 
最寄最寄の会場会場で申告申告をしてください。 
　課税課　課税課�80・1241、 
木更津税務署木更津税務署�0438・23・6161

準備はお済みですか。 
確定申告は 
申告書や収支内訳書を 
自分で作成する 
「自書作成」を原則としています。 
市の行う申告受付会場でも 
経費などの集計が済んでいることを 
前提として面接をしますので 
早めに準備をして 
最寄の会場で申告をしてください。 
　課税課�80・1241、 
木更津税務署�0438・23・6161
問 問 問 

申
告
が
必
要
な
人

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
富

津
市
に
居
住
し
て
い
る
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人○
給
与
所
得
の
う
ち
給
与
以
外

の
所
得
が
ま
っ
た
く
な
い
人
で
、

勤
務
先
か
ら
富
津
市
に
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
（
源
泉
徴
収
票
の
住
所
が
富

津
市
で
な
い
人
や
、
提
出
状
況

が
不
明
な
場
合
は
、
勤
務
先
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

○
所
得
が
な
い
人
の
う
ち
、
同

一
世
帯
の
人
の
申
告
で
扶
養
対

象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
る
人

確
定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人○
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
や
ア

パ
ー
ト
、
貸
家
、
貸
地
な
ど
の

不
動
産
の
貸
し
付
け
を
し
て
い

る
人

○
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

○
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
給
与
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

○
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

給与所得者
の還付申告

は1月20日
から

受け付けて
います

年末調整が
済んでいる

人の還付申
告は、すで

に

市役所課税
課で受け付

け

ていますの
で、早めに

申

告を済ませ
てください

。

○
土
地
、
建
物
な
ど
の
不
動
産

や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
資
産

を
譲
渡
し
た
人
な
ど

①
印
鑑

②
給
与
所
得
・
年
金
所
得
の
あ

る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
か
収
入

金
額
を
証
明
す
る
も
の

③
農
業
所
得
・
事
業
所
得
の
あ

る
人
は
、
収
支
内
訳
書
と
平
成

13
年
収
支
内
訳
書
の
控

④
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、

寄
付
金
控
除
の
あ
る
人
は
、
証

明
書
か
領
収
書

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

人
は
、
配
偶
者
の
所
得
を
証
明

す
る
も
の

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
の
分
か
る
も
の

⑧
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
、

住
民
票
（
本
人
の
も
の
）、
金
融

機
関
の
残
高
証
明
書
、
登
記
簿

謄
本
、
請
負
契
約
書
の
写
し
な

ど⑨
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の

申
告
の
と
き
に

必
要
な
も
の

農業所得の計算方法について、経過措置としての経費標準が平成14年
分をもって廃止され、平成15年分からは収入金額と必要経費の両方とも
実額により計算されることになります。

金額の分かるものの保存
平成15年１月１日からは、売上に関して受け取った清算書、計算書、
仕切書や必要経費についての領収書やレシート、納品書を日ごろから保
管しておく必要があります。

平成15年分の確定申告のために
請求書や領収書などの保管する場所を決めておくと便利です。
また、それらの日付と金額は、それぞれ項目ごとに集計しやすいよう
に帳簿やノートなどに記録（記帳）しておくと、申告する時に役立ちま
す。（収穫した農作物を自分の家で食べたり、親戚や知人にあげたりし
た場合には、その時価を収入金額に計上する必要があります）
問課　 税　 課 � 80・1241
木更津税務署 � 0438・23・6161

－経費標準を適用していた小規模農家の人へ－

経費標準は平成14年分が最後になります

臨時駐車場 

JR木更津駅 

西 口 

至館山 至千葉 

光明寺 アインス 

税務署 ローソン 宝家 

木 更 津 港 

八剱八幡神社 
みまち通り みまち通り 

木更津地方合同庁舎 
 （法務局・労働基準 
   監督署） 

臨時駐車場案内図 

　4月中旬まで、税務署の駐車場に申告会場用の建物を設置しますの 
で、車でご来署の人は、保健所跡地の臨時駐車場をご利用ください。 

富
士
見
　
通
り 

木更津税務署臨時駐車場のお知らせ

出張受付日程表
◯きちんと書類をそろえて提出しましょう

◯経費などの集計や医療費などの計算はあらかじめ行っておきましょう

◯土地・建物などの譲渡所得のある人は、市役所では受け付けができま

せん。直接税務署に申告相談に行ってください

受付時間 午前9 時～11時30分　午後1 時～4 時

ぺーじ2月号/DIC76  03.1.30 9:06 A M   ページ 2



（3）

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
８ 

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
（
４
０
０
字
以
内
）

◆
「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」、「
な
か
よ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て

く
だ
さ
る
人
・
団
体

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」（
写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
）

送
り
先
・
連
絡
先
・
　
〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２
４
４

３

富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
�
80
・
１
２
２
５
�
80
・
１
３
５
０

居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
、
施
設
に

入
所
ま
た
は
通
所
し
て
利
用

す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
）

◯
身
体
障
害
者

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

短
期
入
所
、
更
生
施
設
・
療
護

施
設
・
授
産
施
設

◯
知
的
障
害
者

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

短
期
入
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

更
生
施
設
・
授
産
施
設
・
通
勤

寮◯
障
害
児

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

短
期
入
所

相
談
・
申
請
窓
口
・
　
障
害
者

福
祉
係
・
支
援
費
制
度
施
行
準

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
は
４
月
か
ら
「
措
置
制
度
」

か
ら
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
人
も
支
援
費

の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
保
険
が
適
用
さ

れ
る
人
は
介
護
保
険
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
優
先
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
サ

ー
ビ
ス
（
在
宅
で
利
用
で
き
る

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

問い合わせ 
国保年金課  国民年金係  �80・1254

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船

員
保
険
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
に
「
年

金
受
給
者
現
況
届
」
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
状

態
に
変
化
が
な
い
か
を
確
か
め

て
、
引
き
続
き
年
金
を
支
給
す

べ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
、

年
に
一
度
の
大
切
な
届
出
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
日

の
月
の
始
め
に
本
人
あ
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
人
ま
た

は
代
理
人
が
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と

年
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
り
差

し
止
め
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
を
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
１
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
は
、
提
出

今
月
の
主
な
行
事

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

た
保
健
１
１
０
番
は
、
２
月
末

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
で
利
用
で
き
る
「
家
庭
の
医

学
診
断
事
典
」（
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ

Ｍ
）
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま

す
の
で
、
国
保
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
先
着
１
５
０
人
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
98
以
降
の
パ
ソ

コ
ン
で
作
動
で
き
ま
す
）

高
額
医
療
費
、
高
額
療
養
費

等
の
申
請
は
、
約
２
カ
月
後
に

国保年金課 
国保係 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
20
歳
前
に
初
診
の
あ

る
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

と
、
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行

し
た
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
の
現
況
届
の
提
出
期

限
は
７
月
末
日
で
す
。

該
当
世
帯
に
国
保
係
か
ら
通
知

し
ま
す
が
、
そ
の
際
、
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
領
収
書
（
個
人

分
、
世
帯
合
算
分
）
が
支
払
い

の
確
認
の
た
め
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
国
保
だ
よ
り

第
38
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
制
度
な
ど
に

つ
い
て
希
望
が
あ
れ
ば
、
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
骨
密
度
検
査

も
あ
わ
せ
て
実
施
で
き
ま
す
）

明
治
政
府
が
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
年
）
頃
制
作
し
た
、

迅
速
図
と
呼
ば
れ
る
地
形
図
が

あ
り
ま
す
。
各
地
の
原
風
景
が

見
ら
れ
る
の
で
、
東
京
湾
学
の

基
本
資
料
に
し
て
お
り
、
こ
の

一
枚
の
「
上
総
湊
」
を
読
み
、

広
大
だ
っ
た
湊
川
河
口
域
を
知

り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
河
口
の
南
端
台
地

上
の
、「
住
吉
祠
」
の
記
載
を
見

つ
け
ま
し
た
。
海
民
信
仰
と
の

因
縁
を
直
感
し
、
富
津
澪
の
会

の
安
室
真
弓
さ
ん
と
訪
ね
、
現

在
の
十
宮
の
住
吉
神
社
と
確
認

し
て
き
ま
し
た
。
環
境
は
浦
賀

水
道
に
面
し
た
海
岸
台
地
の
先

端
で
、
神
社
と
言
っ
て
も
素
朴

な
拝
殿
だ
け
で
、
そ
の
奥
に
約

八
メ
ー
ト
ル
の
自
然
の
尖
石
が
、

本
殿
の
よ
う
に
立
っ
て
い
て
見

え
、
し
か
も
し
め
縄
を
張
り
め

ぐ
ら
し
て
あ
り
ま
し
た
。

問
題
は
こ
の
背
景
に
秘
め
ら

れ
た
心
で
、
信
仰
史
か
ら
は
神

社
の
起
源
が
推
理
で
き
ま
す
。

尖
石
は
今
は
神
社
ら
し
く
森
に

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
代

人
に
は
海
上
か
ら
の
好
目
標
に

な
り
、
板
子
一
枚
下
は
地
獄
を

体
験
し
な
が
ら
、
人
達
は
長
い

間
無
事
を
恵
む
カ
ミ
の
宿
り
を

信
じ
ま
し
た
。
聖
標
化
し
さ
ら

に
、
そ
の
地
に
航
海
守
護
の
住

吉
神
社
が
ま
つ
ら
れ
、
今
に
至

る
神
社
風
景
が
形
成
さ
れ
た
と
、

私
は
各
地
の
類
似
例
を
連
想
し

考
察
し
て
お
り
ま
す
。

―
神
社
の
起
源
―

支援費制度のサ
ービスを利用す
るために申請を
しましょう

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

国
保
の
加
入
や
脱
退
は

14
日
以
内
に

ご厚意ありがとう　（敬称略）
交通遺児育成に
●�てんれい（根本國夫代表取締役） 10万円
学校施設整備に
●大平興産�（山上毅代表取締役） 200万円
湊小学校・天羽中学校の特殊教育振興に
●湊婦人会　　　　　　　　　　　 2万円
社会福祉振興に
●富津市農協青壮年部　　　　 2万5648円
●富津市文化協会工芸部　　　　　 6万円
●つぼみの会　　　　　　　　　　 1万円
●ともし灯の会　　　　　　　　　 20万円
●東弘里　　　　　　　　　　　　 25万円
●房総ヤクルト販売�　　　　　　 2488円
●浦辺君枝　　　　　　　　　　　 3万円
●伊藤嘉男　　　　　　　　　 5万8007円
●さつまいもの会　　　　　　 1万2000円
●大成企業� 3466円
●湊婦人会　　　　　　　　　　 10万円
●匿名　　　　　　　　　　　　　 5万円
●明るい社会づくりかずさ委員会 4万1600円
●天羽商工会青年部　　　　　　　 2万円
●�おどや　　　　　　　　　　　 10万円
●いさりびの会　　　　　　　　　 3000円

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を

も
っ
て
い
る
20
歳
未
満
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

お
お
む
ね
身
体
障
害
は
手
帳

の
１
〜
３
級
、
知
的
障
害
は
療

育
手
帳
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
の
１
、
精

神
障
害
は
日
常
生
活
が
極
め
て

困
難
な
程
度
の
障
害
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

②
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
日
常
生
活
に
お

い
て
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
大
変
重
い
障
害

を
も
っ
て
い
る
在
宅
の
人
が
対

象
で
す
。

身
体
障
害
は
１
級
程
度
で
か

つ
２
つ
以
上
重
い
障
害
を
も
っ

て
い
る
人
、
知
的
障
害
は
Ａ
の

１
の
人
な
ど
の
著
し
い
重
度
の

人
が
対
象
で
す
。

③
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度
が

重
度
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま

す
。身

体
障
害
は
１
級
程
度
。
知

的
障
害
は
Ａ
の
人
で
す
。

④
在
宅
重
度
知
的
障
害
者
・
ね

た
き
り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
在
宅

の
重
度
者
の
介
護
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

知
的
障
害
は
Ａ
の
人
。
身
体

障
害
は
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上

ね
た
き
り
の
人
。

※
た
だ
し
②
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
を
介
護
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
障
害
者

が
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
者
の
福
祉

２
日
�

第
３
回
富
津
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
（
富
津
公
民
館
）

◎
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
の
人

�
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以
上

の
人
と
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の

人
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

・
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等
に
関
す

る
法
律
第
43
条
第
１
項
に
定
め
る

慰
労
品
の
贈
呈
を
受
け
た
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）

�
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
人
で
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以
上

の
人
と
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の

人
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

�
右
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う
こ

と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
人
に
、
ご

遺
族
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
対
象

者
あ
て
の
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
請
求

期
限：

平
成
17
年
３
月
31
日
）

※
「
恩
給
欠
格
者
」
と
は
、
恩
給
法

令
で
い
う
旧
軍
人
軍
属
で
あ
っ
て
、

年
金
た
る
恩
給
を
受
給
す
る
た
め
の

最
短
在
職
年
数
に
満
た
な
い
人
や
旧

軍
人
軍
属
と
し
て
在
職
に
関
連
す
る

共
済
年
金
等
年
金
た
る
給
付
を
受
け

る
権
利
の
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

◎
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

昭
和
42
年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金

を
受
給
さ
れ
た
人
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
請
求
期
限：

平
成
15
年
３
月
31
日
）

〇
請
求
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に

請
求
さ
れ
た
人
は
、
請
求
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
省
認
可
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
　
�
０
１
２
０
・
２
３
４

・
９
３
３
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.heiw

a.or.jp/

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

保
健
1
1
0
番
は

終
了
に
な
り
ま
す

医
療
費
の
領
収
書
は

大
切
に

国
保
制
度
の
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

利  用  者 
身体障害者、知的障害者、障害児 

市区町村 指定事業者・施設 

�相談、申請 

�支援費 
　の請求 

�支援費 
　の支払 
　い 

�決定 
�契約 

�サービス 
　の利用・ 
　提供 

�利用者 
　負担額 
　の支払 
　い 

誕
生
月
に
は
現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

備
班
�
80
・
１
２
６
０
�
80
・

１
３
５
５
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面
接
日

２
月
19
日
�

※
申
込
書
類
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を

学
校
教
育
課
�
80
・
１
３
３

９応
募
資
格

保
健
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介

護
支
援
専
門
員
な
ど
保
健
、
医

療
、
福
祉
分
野
の
資
格
を
有
し
、

実
務
経
験
の
あ
る
人
（
県
の
研

修
会
受
講
、
要
運
転
免
許
と
フ

ァ
ク
ス
）

募
集
人
数

若
干
名

募
集
期
間

２
月
10
日
�
〜
３

月
14
日
�

応
募
方
法

当
該
免
許
証
な
ど

の
写
し
と
履
歴
書
を
介
護
保
険

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

採
用
方
法

面
接
と
書
類
審
査

に
よ
る

面
接
日

応
募
者
に
後
日
連
絡

業
務
内
容

認
定
の
申
請
を
し

た
人
に
対
し
て
電
話
連
絡
し
、

自
宅
や
千
葉
市
、
鴨
川
市
な
ど

の
施
設
や
病
院
へ
訪
問
し
て
調

査
、
調
査
票
の
記
入
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

郵
送
先
・

〒
２
９
３
―
８
５

０
６
富
津
市
下
飯
野
２
４
４
３

会
館

内
容

館
山
市
洲
崎
か
ら
都
県

境
（
浦
安
市
）
ま
で
の
東
京
湾

沿
岸
の
海
岸
保
全
に
つ
い
て
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
う

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
先
・

参
加
会
場
・
氏
名

・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
千
葉
県
土

木
部
港
湾
整
備
課
計
画
班
へ
�

０
４
３
・
２
２
３
・
３
８
４
３
、

�
０
４
３
・
２
２
７
・
０
９
２

８
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スum

iho
zen@

m
z.pref.chiba.jp

日
時

２
月
27
日
�
正
午
〜
午

後
４
時

場
所

君
津
教
育
会
館
（
木
更

津
保
健
所
と
な
り
）

内
容

児
童
・
思
春
期
の
心
の

健
康
「
ひ
き
こ
も
る
こ
ど
も
た

ち
」
を
テ
ー
マ
に
映
画
「
わ
た

導
、
ま
た
、
記
帳
指
導
や
税
務

相
談
も
行
い
ま
す

日
時

２
月
17
日
�
〜
３
月
６

日
�
（
火
・
土
・
日
曜
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

場
所

木
更
津
市
民
会
館

※
譲
渡
所
得
の
あ
る
人
、
税
理

士
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

千
葉
県
税
理
士
会
木
更
津
支

部
�
０
４
３
８
・
22
・
０
０
５

１
相
続
登
記
を
何
代
に
も
わ
た

っ
て
放
置
し
て
お
く
と
権
利
関

係
が
複
雑
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
相
続
登
記
は
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う

期
間

２
月
１
日
�
〜
28
日
�

場
所

県
内
の
司
法
書
士
事
務

所
千
葉
司
法
書
士
会
�
０
４
３

・
２
４
６
・
２
６
６
６
、
千
葉

司
法
書
士
会
木
更
津
支
部
の
各

司
法
書
士
事
務
所

労
働
者
で
も
経
営
者
で
も
労

働
災
害
、
職
業
病
、
な
ん
で
も

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
弁
護
士

・
社
会
保
険
労
務
士
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
対
応
し

ま
す

日
時

２
月
22
日
�
午
後
１
時

〜
４
時

場
所

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

※
予
約
不
要
、
当
日
受
付

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
・
２
２
５
・
４
５
６
７

（4）

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

催
し
・
講
習
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

月

日

 

　
月
　
月
・
　
月
の
相
談

　
月
の
相
談

　
月
・
　
月
の
相
談

相

談

名

 　

月

 　

月

 

５ 

日 

６ 

日 

７
日 

４
日 

18
日 

18
日 

４
日 

月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
１
・
第
３ 

月

曜

日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
曜
日 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

５ 

日 

６
日 

７
日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

納
税
課 

�
80
・
１
２
４
３ 

富
津
公
民
館 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

10 

日 

24 

日 

10 

日 

24 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
・
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

相

談

名

 

福

祉

相

談

 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
７
３
２
１ 

電
話 

67
・
２
８
０
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
37
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

セ
ン
ト
ケ
ア 

木
更
津 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩
の
家 日 

27 
・ 
2831 

日
〜 日 

24
28

�
87
・
９
６
１
１ 

ふ
れ
あ
い
相
談 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

３３
３ 

２ 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

２２

日
時

２
月
14
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
12
時
と
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
の
ど
ち
ら
か

場
所

君
津
市
立
八
重
原
公
民

館受
講
料

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
、
16
ミ
リ

映
写
機
操
作
許
可
証

申
込
先
・

君
津
地
方
視
聴
覚

教
材
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
８
・

25
・
２
７
０
７
、
生
涯
学
習
課

�
80
・
１
３
４
２

日
時

３
月
１
日
�
午
後
２
時

30
分
〜
４
時

場
所

木
更
津
市
民
総
合
福
祉

富
津
市
役
所
介
護
保
険
課
�
80

・
１
２
６
２

訓
練
科

金
属
加
工
科
、
テ
ク

ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
１

部
・
２
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク

科
、
各
15
人

期
間

４
月
３
日
�
〜
９
月
29

日
�
の
６
カ
月
間

応
募
資
格

再
就
職
や
転
職
を

希
望
す
る
健
康
な
人

受
講
料

無
料
（
教
科
書
な
ど

の
購
入
費
は
実
費
）

願
書
申
込
期
間

２
月
14
日
�

〜
21
日
�

申
込
先

雇
用
保
険
・
船
員
保

険
受
給
者
（
受
給
手
続
き
中
も

含
む
）
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
、

そ
れ
以
外
は
同
セ
ン
タ
ー
へ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
�

52
・
０
２
１
９

「
所
得
金
額
の
計
算
方
法
」

や
「
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳

書
の
記
載
の
仕
方
」
な
ど
を
指

「
東
京
湾
沿
岸
海
岸
保
全

基
本
計
画
」
公
聴
会

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
許
可

者
研
修
会

介
護
保
険
認
定
調
査
員

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ス

入
所
者
（
4
月
生
）

市
役
所
臨
時
職
員

募
集
職
種
・
人
数

学
校
給
食

調
理
員
11
人
　
学
校
用
務
員
１

人勤
務
時
間

学
校
給
食
調
理
員

午
前
中
３
時
間
、
用
務
員
１
日

８
時
間

応
募
資
格

昭
和
28
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

募
集
期
間

２
月
３
日
�
〜
14

日
�

採
用
方
法

面
接
と
書
類
審
査

に
よ
る
（
た
だ
し
応
募
者
多
数

の
場
合
は
筆
記
試
験
を
実
施
）

募
　
集
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 
税
理
士
会
の

無
料
申
告
相
談

相
　
談
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

2
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

子育て講演会2003

昔話研究の第一人者小澤俊夫さんによる

～昔話が語る子どもの姿～

小澤さんは、世界的指揮

者小澤征
せい

爾
じ

さんのお兄さん

であり、ミュージシャン

小沢健二さんのお父さん。

多忙な小澤さんのお話を

聞けるよい機会です。

日　時 2月16日(日)
開場　午後 0 時45分～
開会　午後 1 時15分～

場　所 中央公民館ホール
対　象 どなたでも
参加費 無料
保　育 あり（就学前のみ・要予約）
保育申し込み・問同公民館�65・2251

し
が
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ひ
き
こ
も
る
こ
ど
も
た

ち
」

※
精
神
障
害
者
の
作
品
展
示
あ

り
木
更
津
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
課
�
０
４
３
８
・
22
・
３
７

４
３
�
０
４
３
８
・
25
・
４
５

８
７

木
更
津
保
健
所
地
域

「
心
の
健
康
の
つ
ど
い
」
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土
地
、
建
物
、
現
金
、
預
貯
金
、

株
式
、
債
券
な
ど
の
財
産
の
贈

与
を
受
け
た
人
で
、
贈
与
を
受

け
た
財
産
の
価
格
の
合
計
金
額

が
１
１
０
万
円
を
超
え
る
人
は
、

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
無
償
で
不
動
産
や
株
式
な
ど

の
財
産
の
名
義
を
変
更
し
た

場
合

・
買
い
入
れ
た
不
動
産
や
株
式

な
ど
の
財
産
を
他
人
名
義
に

し
た
場
合

・
不
動
産
な
ど
の
取
得
に
際
し

て
資
金
を
負
担
し
た
割
合
に

応
じ
た
登
記
を
行
っ
て
い
な

い
場
合

・
不
動
産
や
株
式
な
ど
の
財
産

を
取
得
す
る
た
め
、
父
母
や

祖
父
母
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
た
場
合
で
、
そ
の
返
済
が

「
出
世
払
い
」
や
「
あ
る
時

払
い
の
催
促
な
し
」
の
よ
う

に
実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ら

れ
る
場
合

身
近
な
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

●
２
月
22
日
�
午
前
10
時
〜
12

時（
要
予
約
・
先
着
順
20
人
）・

あ
れ
も
コ
イ
ル
、
こ
れ
も
コ
イ

ル第
26
回
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

作
品
展

●
２
月
11
日
�
〜
16
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

キ
ッ
ド
シ
ネ
マ

●
３
月
25
日
�
〜
29
日
�
午
後

１
時
〜
４
時
・
科
学
関
係
ア
ニ

メ
な
ど
の
上
映

※
年
間
通
し
て
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
あ
り
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を

同
科
学
館
�
０
４
７
・
３
７

９
・
２
０
０
５

平
成
15
年
度
か
ら
、
固
定
資

産
税
の
納
税
者
が
市
内
の
土
地

ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
、
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を
記

載
）
と
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
を
記
載
）

で
、
縦
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
昨
年
ま
で
は
、
納
税
義

務
者
本
人
が
所
有
す
る
固
定
資

（5）

　 

問 �65・4913

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと

消す心  置いてください  火のそばに
平成14年度標語 

 Ｑ  たばこの火が危険といっても、たかが小さな火でしょ？ 
 Ａ  その小さなたばこの火が、ここ数年来の住宅火災の大 
　  きな原因になっています。 
　  火をつけたたばこは、ちゃんと消すまでが愛煙家の責 
　　　　　　　  任です。たかが小さな火、されど大きな 
　　　　　　　  責任のある火であることを忘れずにお願 
　　　　　　　  いします。 

 
 

「たばこによる火災」

科
学
館
た
ん
け
ん
隊

●
２
月
９
日
�
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
（
当
日
受
付
）
・
常
設

展
示
や
解
説
パ
ネ
ル
を
手
が
か

り
に
問
題
を
解
い
て
い
く
ラ
リ

ー
形
式
の
ゲ
ー
ム

●
３
月
９
日
�
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
（
当
日
受
付
）
・
常
設

展
示
や
解
説
パ
ネ
ル
を
手
が
か

り
に
問
題
を
解
い
て
い
く
ラ
リ

ー
形
式
の
ゲ
ー
ム

お
も
し
ろ
工
作
ク
ラ
ブ

●
２
月
14
日
�
午
前
10
時
〜
12

時
（
要
予
約
・
先
着
順
大
人
10

人
）
・
七
宝
焼
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
ろ
う

●
３
月
23
日
�
午
後
２
時
〜
３

時
（
当
日
先
着
順
20
人
）
・
登

る
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
作
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ネ
マ

●
２
月
23
日
�
午
後
１
時
〜
２

時
・
科
学
に
関
す
る
映
画
上
映

「
ナ
イ
ル
ワ
ニ
の
最
後
の
祝
宴
」

●
３
月
16
日
�
午
後
１
時
〜
２

時
・
科
学
に
関
す
る
映
画
上
映

「
海
の
怪
物
　
津
波
」

さくら号 

 月 32 月の 

移動図書館 
巡回日 

★どなたでも無料 
　です 
★１人１回３冊まで 

　生涯学習課 
　�８０・１３４５ 

ス テ ー シ ョ ン 名  ２月 停　車　時　間 

6 日（木） 

18日（火） 

 4 日（火） 

27日（木） 

13日（木） 

25日（火） 

３月 

 6 日（木） 

18日（火） 

11日（火） 

27日（木） 

13日（木） 

25日（火） 

山 九 � 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A 富 津 市 青 堀 支 店  

J A 富 津 市 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 　 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 立 　 環 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

J A 富 津 市 佐 貫 支 店  

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

10時00分～10時30分 

10時45分～11時15分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

産
に
限
り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

が
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
比
較
し
て
、
自
己
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か

判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。

縦
覧
の
期
間
は
、
４
月
１
日

�
か
ら
30
日
�
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

課
税
課
�
80
・
１
２
４
２

確
定
申
告
の
時
期
に
な
る

と
、
税
金
に
関
す
る
相
談
や
申

告
書
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
際
に
は
、
相
手
が

本
当
に
税
理
士
で
あ
る
か
を
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
理
士
で
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
や
税
務
相
談
を
行
う
こ

と
は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け

で
な
く
、
申
告
内
容
に
間
違
い

が
多
い
な
ど
、
納
税
者
ご
自
身

に
も
思
わ
ぬ
被
害
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

税
理
士
は
証
票
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
胸
に
は
バ
ッ
ジ
も
つ

け
て
い
ま
す
。

「
に
せ
税
理
士
で
は
…
…
？
」

と
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

税
務
署
総
務
課
ま
た
は
税
理
士

会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

木
更
津
税
務
署
�
０
４
３
８

・
23
・
６
１
６
１
、
千
葉
県
税

理
士
会
木
更
津
支
部
�
０
４
３

８
・
22
・
０
０
５
１

平
成
14
年
中
に
、
個
人
か
ら

※
「
配
偶
者
控
除
の
特
例
」
や

「
住
宅
取
得
資
金
等
の
贈
与
の

特
例
」
を
受
け
る
人
は
、
贈
与

税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
申

告
が
必
要
で
す

税
務
署
の
窓
口
相
談
と
申
告
書

の
受
付
は
、
２
月
３
日
�
か
ら

３
月
17
日
�
ま
で
で
す
。

木
更
津
税
務
署
�
０
４
３
８

・
23
・
６
１
６
１

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館

案
　
内
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

熊澤さんは、昭和52年
から富津市の体育協会の
理事長や副会長を歴任され、現在は会長
として活躍されています。また、平成５
年から11年までは千葉県の体育協会の理
事も勤められるなど、社会体育の振興発
展に寄与されました。このたび、永年に
わたるこの功績が認められ、文部科学大
臣表彰を受賞されました。

文部科学大臣表彰を受賞

熊澤總一郎
くまざわそういちろう

さん

（相野谷）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度

が
変
わ
り
ま
す

3月31日（月）です 
納税には便利な口座振替を 
・税務署や金融機関に出向かなくても自動的に納税 
・手続については税務署へお尋ねください 

口座振替を利用されない人は納付書に 
　自分で記入し、必ず納期限までに納入を 
・納付書をお持ちでない人は、税務署か金融機関にお 
  尋ねください 
・納税は最寄りの金融機関で 

問 木更津税務署�０４３８・２３・６１６１ 

 

個人事業者の消費税と地方消費税の 
申告・納税の期限は 

固定資産税　　　第4期 
国民健康保険税　第8期 
介護保険料　　　第8期 

2月28日 

ん
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ジャンボプール 

御手植の松 

ジャンボプール ジャンボプール 

御手植の松 御手植の松 

（6）

俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

紅
梅
の
あ
と
白
梅
の
暮く

れ
に
け
り

（
評
）
見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
に
出
来
た
句
。

冬
霞
海
堡

ふ
ゆ
か
す
み
か
い
ほ

の
一
つ
隠か
く

し
け
り

（
評
）
第
一
海
堡
か
第
二
海
堡
か
。

貝か
い

寄よ

風せ

の
波
に
乗の

り
来
し
貝
拾ひ
ろ

ふ

（
評
）
陰
暦
二
月
二
十
日
前
後
に
吹
く
風
を
貝
寄
風
と
い
う
。

漸よ
お
やく
に
綻
ほ
こ
ろ
び
初そ

め
し
庭
の
梅

（
評
）
待
ち
に
待
っ
た
梅
が
咲
き
は
じ
め
た
喜
び
。

シ
ョ
パ
ン
聞
く
明
る
き
窓
の
シ
ク
ラ
メ
ン

（
評
）
シ
ョ
パ
ン
を
聞
き
な
が
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
を
見
て
い
る
。

選
　
者
　
吟

春
水
の
泡
つ
ら
な
り
て
流
れ
ゆ
く

（

湊

）

（
大
堀
）

（
八
幡
）

（
千
種
新
田
）

（
富
津
）

小
野
　
光
影

佐
野
し
げ
雄

砂
野
　
秋
月

斉
藤
　
す
み

織
本
　
正
子

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

際
だ
て
る
稜
線
見
せ
て
茜
映
ゆ
西に

風し

吹
く
彼
方
に
黒
富
士
の
浮
く

朝
夕
の
日
脚
の
延
び
も
目
立
ち
き
て
満
開
の
梅
香
を
漂
は
す

い
つ
の
日
か
登
り
て
み
た
し
浜
に
見
る
天
城
の
山
は
遠
く
霞
め
る

と
り
入
れ
し
洗
濯
物
の
嵩
あ
り
て
寒
の
日
差
し
を
あ
ま
ね
く
吸
へ
り

身
じ
ろ
ぎ
の
微
か
に
見
ゆ
る
梅
の
枝
に
今
し
も
開
く
白
き
一
輪

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
亀
沢
）

（
佐
貫
）

伊
藤
　
く
に

小
川
　
　
守

小
川
　
陽
子

三
枝
　
敏
子

志
波
　
芳
子

陸上競技場
２/５

２/ 16

富士見グリーン
テニスコート
２/ 15

袖ケ浦高校マラソン大会

木更津陸協記録会

君津地方中学生ソフトテニス
選手権大会

市民ふれあい公園2月行事
管理事務所　�87・4205

▲利殖商法（先物取引）▲
● ●うますぎる　話にいつも　落とし穴 ● ●

先物取引のしくみや実態は、素人にはなかなかわ
かりません。預けた証拠金を失うばかりでなく、そ
れ以上の損をする危険性を伴う取引です。
専門用語を駆使され、つぎからつぎへとお金を出
すように言われ被害が広
がります。
結局は業者だけが手数料
利益でもうかるのです。

◆困ったときは、
千葉県消費者センター
�047・434・0999
（月～金午前9時30分

～午後4時）
商工観光課商工係
�80・1287へ

家庭で日ごろから気を付け合って、楽しい消費生活を

当座預金・普通預金・別段預金は
平成17年3月末まで引き続き

全額保護されます
― 預金保険法等の改正 ―

今
年
末
か
ら
順
次
始
ま
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
準

備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
君
津

テ
レ
ビ
中
継
局
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
千
葉

テ
レ
ビ
放
送
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
、
今
年
５
月
を
目
途
に
61
チ

ャ
ン
ネ
ル
か
ら
40
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

対
象
地
域
は
、
上
飯
野
、
下

飯
野
、
二
間
塚
、
本
郷
、
前
久

保
、
相
野
谷
、
一
色
、
障
子
谷
、

上
、
絹
、
近
藤
、
亀
沢
、
宝
竜

寺
地
区
で
、
君
津
テ
レ
ビ
中
継

局
に
ア
ン
テ
ナ
を
向
け
て
テ
レ

ビ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

受
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
の
た
め

の
対
策
（
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変

更
対
策
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

住
宅
、
病
院
、
学
校
な
ど
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
変
更
は

国
費
で
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
人
（
施
設
な
ど
を
含
む
）
に

は
、
社
団
法
人
電
波
産
業
会
に

簡
単
な
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

事
業
所
、
店
鋪
、
ホ
テ
ル
や
旅

館
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
の
費

用
負
担
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
は
、
次
号
以
降
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

千
葉
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ

ー
�
０
１
２
０
・
４
０
１
３
９

８
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
、
土
日
祝
日
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
）

・定期預金などについては、これまで同様、元本1000万円ま
でとその利息などが保護されます。それを超える部分は、破た
ん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。（一部カット
されることがあります）
・平成17年4月以降は、当座預金などの利息のつかない預金が
全額保護されることになります。
・預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度とともに同様の取り
扱いがなされます。
問金融機関の窓口または預金保険機構（�03・3212・6029）、
農水産業協同組合貯金保険機構（�03・3285・1272）、関東
財務局（�048・600・1146）へ

数
え
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
１
月
20
日
、白
井
市
長
か
ら
お
祝
い
の
品 

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

氏　　　名 住　所 

長 谷 川 　 　 ち 望 井 

斉 藤 せ ん 二間塚 

三 平 志 ん 亀 田 

阿 部 さ た 佐 貫 

小 柴 三 平 富 津 

遠 山 信 太 海 良 

三 木 　 義 太 郎 小久保 

石 井 　 め 八田沼 

大 嶋 　 ま さ 江 富 津 

� 本 ト ヨ 湊 

富津公園内の松林の中には、散策を楽しめる遊歩道があります。
このほど、千葉県中部林業事務所が整備し、一部、近隣の杉の間伐材
をリサイクルしたウッドチップを樹脂で加工したものを表面に敷き詰め
ました。おかげで木の味わい、木のぬくもりを感じる遊歩道に変わりま
した。
またここは、風が遮られ、真冬でも霜が降りません。そして、クッシ
ョン性のある遊歩道は足腰に負担が少ないとのことで、ジョギング愛好
家たちも楽しめます。
今回整備した場所は、「御手植の松」の南側で、砂地などの遊歩道も

利用すると周回コースとなります。
問街づくり課�80・1316

富津公園内の遊歩道が 
　　木の味わいのある道に 
富津公園内の遊歩道が 
　　木の味わいのある道に 
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67・2555 
65・0020 
87・0039 
65・3133 
65・0401

曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

天 羽 診 療 所  
堀 医 院  
アサナギ病院  
今村内科病院  
町 沢 医 院  

２月 
２月 
２月 
２月 
２月 

 ２日 
９日 
11日 
16日 
23日 

 

月　日 
日 
日 
火 
日 
日 

日曜・休日・緊急の場合の問い合わせは、消防本部�65・0119

撮
影
　
菅
原
譲
太
郎
さ
ん

◯相談・健診（2/1～2/28）　問 �80・1268
内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

 

健 康 相 談    健康全般に関する相談 

  

10:00～12:00 金谷コミュニティセンター 5 日(水)

  

 栄 養 相 談  
7 日(金) 9  :30～12:00 天羽行政センター 食事(栄養)などについての 

相談 

 

24日(月) 9  :30～12:00 健康づくり課 

 

乳幼児相談 
3 日(月) 10:00～12:00

市民会館 

１歳６カ月ごろまでの乳 
幼児 

 
6 日(木) 10:00～12:00

市役所1 階保健センター 

 

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成14年10月生まれ  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室 13日(木) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

7カ月児教室 18日(火) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年７月生まれ 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

9カ月児教室 19日(水) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年５月生まれ 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

1歳児教室  19日(水) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 
平成14年１月生まれ 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 
   

 
   

    1歳6カ月児健診  4 日(火) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成13年７月生まれ 

3歳児健康診査 10日(月) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成11年８月生まれ 

―
豊
　
岡
―

�
八
郎
沢
滝

は
ち
ろ
う
ざ
わ
の
た
き

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 
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夜間急病診療所 

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査   

13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 

平成14年10月生まれ 

４歳未満まで接種可能 
※接種方法･ツベルクリン反応検 
査後48時間後に判定･陰性者 
(９mm以下)にBCG接種します。 
(１週間前からの体温測定はBCG 
に向けて必要)

判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 

 

ポ  リ  オ 13:00～13:30
 
市役所 ５ 階会議室 
 

平成14年 7月生まれ 
（2回目） 
平成14年9月生まれ 
生まれ（1回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

 3日（月） 

5日（水） 

 12日（水） 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください 

注
意 

◯集団接種（2/1～2/28）　問 �80・1268

�80・1270
テレホン健康相談 

月～金 
　 午前9時～正午 

（健康づくり課） 

ポリオ追加接種 
(昭和50年から52年生まれの人)

　昭和50年から52年生まれの人は、厚生労働省の 
調査で、ポリオの抗体が低いことが判明していま 
す。これらの人は、ポリオを接種した自分のお子さ 
んの便などから感染する恐れがあります。 
　市では、これに対処するために、任意による追 
加接種を行います。下記の対象者に該当し、希望 
する人は、接種日１週間前までに母子手帳を持参 
して健康づくり課に申し込んでください。 
★対象者　昭和50年から52年生まれの人で、ポリ 
　　　　   オを接種する乳幼児の保護者かその同居 
　　　　　家族。ただし、過去にポリオを２回接種 
　　　　   してある人 
★接種日時　乳幼児と同日･同会場で行います 
★申し込み・問　健康づくり課 � 80・1268

問い合わ
せ 

健康づく
り課 
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子宮がん・乳がん検診の受診券の
有効期限は2月28日（金）です。まだ受診し　

ていない人は、早めに受診しましょう。
問健康づくり課�80・1268

子宮がん・乳がん検診
は今月まで

中後　颯馬
そうま

くん 平成13年1月31日生まれ （ 数馬）

ボク、
いたずらが
だいすき！
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気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です
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大沢野町

ＦＣ富津のみなさん

この季節、冷たい北風にも負けず、元気にグラウン
ドで走り回ってボールを蹴っているＦＣ富津の子ども
たち。小学校１年生から６年生まで部員は現在66人。
毎週土曜日の夕方は大貫小学校の横の社会体育館で、
日曜日は吉野小学校のグラウンドで練習しています。
「大きなかけ声を掛け合ったり、汗をかいて走るの

はとても気持ちがいい」「シュートが決まったり、相
手のシュートを上手くカットしたりできるといい気持
ち」だとか。そして「練習も楽しいけど試合に勝った
時が１番うれしい」とのこと。そんな子どもたちを教
えているのは、平野善昭代表と、監督、７人のコーチ
たち。「コーチが子どもにとても親しみやすい存在のよ
うで、練習も楽しそう」と父母にも好評です。
昨年はワールドカップがあったり、今年に入って市

立船橋高校サッカー部が全国制覇をしたのを見たりし
て、ますますサッカーが好きになり、将来の夢を持っ
て練習に励んでいます。
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下間麻里子さん
（上）

☆人口 約2万3000人　☆面積　74.66�
☆特徴… 国道41号に沿った「神通峡県定公園」は、
鮮やかな自然に目をみはる景勝地です。中でも片路峡
は、断崖とその底で岩を噛む神通川の清流の繰り返し
が変化に富み、素晴らしい渓谷美を見せています。

▲神通峡

ローカルっぽさをそのままに
仰ぎ見れば立山連峰、藍色の水をたたえ勇壮に流れる
神通川
じんつうかわ

、春先の水鏡から秋は黄金色に染まる富山平野…
それが私の故郷、富山県上新川郡

かみにいかわぐん

大沢野町という小さな
山あいの町です。
岐阜県との県境に位置する所なので山深く、富山県で
も豪雪地帯です。毎年冬になると大雪に閉ざされるため
子どものころからとても春を待ち遠しく思ったものです。
また、日本で一番静かなお祭りといわれる越中八尾

えっちゅうやつお

の
『おわら』は、風の盆として全国的に有名です。地元で
育った私たちは、ものごころがついたころには胡弓の音
に合わせて指をそらして踊っていました。親戚が集まっ
てお酒がすすむとおわらの合いの手『うたわれやーわし
ゃはやす』と唄いだすと、誰彼なくとも踊り出す、それ
が実家の宴会です。『このごろぁ、おわらもぉ、風の盆
でぇ、人気なでたもんやでぇ、人がようでてよわっちゃ
ぁ、昔の風情はなよなったわなぁ』と父が言います。
『そんながやちゃ』母が言います。ほかにも五箇山の「こき
りこ節」、城端

じょうはな

の「麦や節」、とても懐かしく思い出されます。
また、これまで特別目立つこともなかった富山県が、
田中耕一さんのノーベル賞受賞により一躍スポットをあ
びることとなりました。ノーベル賞といえば大学教授や
博士が受賞するのが相場だったのに、田中さんは普通の
サラリーマン、あの謙虚さとローカルっぽさが富山県人
を象徴しているような気がします。もう１人のノーベル
賞受賞者小柴さんの研究所のある神岡町は大沢野町から
20分くらいのところ。父が勤務していた神岡鉱山の跡地
です。ほかにも大沢野町出身の利根川博士！名古屋出身
の人も…なんと国道41号線沿いから 4 人ものノーベル賞
受賞者がいるということで、最近国道41号線は「ノーベ
ル街道」といわれているそうです。
富山県で生まれ育って20年！千葉県に暮らして27年の
私！現在、富津市上に住み自宅で「かふぇ＆ぎゃらりー
ダム」という喫茶店をやっています。ローカルっぽさを
そのままに、私にできることを大切にここで頑張ってい
きたいと思っています。富山の話をしに来てください。

（8）

元旦マラソン 元旦マラソン 
－ 参加者参加者73人 － － 参加者73人 － 

元旦歩こう大会 

1日 

12日 

消防出初式 消防出初式 

13日 

成人式 成人式 

 

－ 参加者参加者372人 － 
元旦歩こう大会 
－ 参加者372人 － 

－ 該当者該当者649人、人、 
　 　出席者　出席者505人 － 
－ 該当者649人、 
　 　出席者505人 － 

－ 参加者参加者670人 － － 参加者670人 － 

富津保育園年中児童富津保育園年中児童による 
「富津「富津わくわく太鼓」太鼓」 
富津保育園年中児童による 
「富津わくわく太鼓」 


